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株式会社 富士山マガジンサービス



2024年12月期 ３Q実績
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第1の矢（富士山マガジンサービス）は個人の新規受注の伸び悩み傾向が続く
第2の矢（株式会社magaport)は電子図書館関連事業が堅調推移
第3の矢（株式会社イデア）は不採算部門閉鎖により、売上大幅減も利益は黒字化
新規事業（EdTech）は2024年7月の買収、事業譲受により事業開始。順調に推移

2024年12月期 ３QはEdTech事業の買収によるFA報酬40百万円の計上により
一時的にPL負担増。この負担がなければ、営業利益は250百万円超

2022年12月期 2023年12月期 2024年12月期

３Q ３Q ３Q

取扱高 8,870 8,945 8,476

売上高 4,425 4,314 4,133

　FMS 2,603 2,534 2,513

　連結子会社 1,822 1,780 1,620

営業利益 305 238 213

　FMS 271 209 201

　連結子会社 34 29 12

単位：百万円

2024年12月期予算 売上高5,771百万円、営業利益357百万円



2024年12月期 第3四半期までのトピックス

第3四半期の主な活動状況（「第3の矢」EdTech のサービス基盤の確立に注力）

 2024年7月2日付 沖縄のオンライン塾の買収
 2024年7月26日付 神奈川の医学部予備校の事業譲受

雑誌の富士山から、ikigai支援、人生の進路支援の富士山へ

”Ikigai”チャート 2



EdTech事業の戦略① 目標
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 第1段階 実績がある講師陣・学習管理サポート体制の確保
 第2段階 直営塾で実績、ノウハウを集約し、双方向授業パッケージ化
 第2段階 双方向授業・学習管理サポート体制を地方の学校・個人塾に提供

首都圏と地方の学習格差の一助となりたい

地方塾で専門性が高い科目授業の確保に苦労されている個人
塾・地元密着型小規模塾の経営者の方を応援したい

特定科目において優れた指導力ある塾の授業を全国に届けたい

第1弾は医歯薬系で高い合格実績を誇る横浜翔進予備校の数学・化学系授業
を同グループの沖縄でオンライン・双方向授業講座の開講を準備中



EdTech事業の戦略② グループ校舎の特色
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医系予備校・個別/集団
2024年15名/54名中
が医学部一次試験合格
※延べ人数

伴走型・現役個別/集団
2024年6名/13名在籍
が早慶GMARCHに合格
※延べ人数

カリキュラム管理型
オンライン塾
学校の宿題管理～受験に
向けたスケジュール管理
まで
※琉球大学医学部生が多数在籍



2024年12月期 第3四半期までのトピックス(EdTech事業）
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本書には、当社に関連する見通し、将来に関する計画、経営目標などが記載されています。これらの将来の見通しに
関する記述は、将来の事象や動向に関する現時点での仮定に基づくものであり、当該仮定が必ずしも正確であるとい
う保証はありません。様々な要因により、実際の業績が本書の記載と著しく異なる可能性があります。

別段の記載がない限り、本書に記載されている財務データは日本において一般に認められている会計
原則に従って表示されています。

当社は、将来の事象などの発生にかかわらず、既に行っております今後の見通しに関する発表等につき、開示規則に
より求められる場合を除き、必ずしも修正するとは限りません。

当社以外の会社に関する情報は、一般に公知の情報に依拠しています。

免責事項
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